
平成23年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成23年1月31日

（百万円未満四捨五入）

上場会社名 郵船ロジスティクス株式会社 上場取引所 東 

コード番号 9370 URL http://www.jp.yusen-logistics.com
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 矢野 俊一

問合せ先責任者 （役職名） 経理部長 （氏名） 白田 美昭 TEL 03-6703-8231
四半期報告書提出予定日 平成23年2月10日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 121,667 40.1 4,007 167.4 4,831 109.3 2,861 125.1
22年3月期第3四半期 86,866 △36.5 1,499 △67.5 2,309 △58.0 1,271 △58.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 67.84 ―

22年3月期第3四半期 30.13 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 80,793 53,577 63.6 1,219.39
22年3月期 81,443 53,663 63.4 1,225.21

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  51,422百万円 22年3月期  51,668百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00
23年3月期 ― 9.00 ―

23年3月期 
（予想）

9.00 18.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 162,700 31.8 5,000 116.4 5,900 77.4 3,500 126.6 83.00
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(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成22年10月29日に公表いたしました通期の連結業績予想は、本資料において修正しております。 
２．上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況
の変化等により上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について、四半期決
算短信（添付資料）４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ．５「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q  42,220,800株 22年3月期  42,220,800株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  50,714株 22年3月期  50,296株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q  42,170,289株 22年3月期3Q  42,170,642株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

① 当第３四半期の概況 

 当第３四半期（３か月）における世界経済は、各国における主な景気対策の段階的終了や在庫の一巡等により、

景気回復ペースが緩やかなものとなりました。米国においては依然として雇用情勢及び住宅市場に目立った回復が

見られず、また欧州も金融不安に対する緊縮財政政策の影響により、低成長が続きました。一方、アジアにおいて

は、中国・インドを中心として旺盛な内需の下支えにより堅調な経済成長が見られました。 

 日本経済は、堅調なアジア経済に伴う外需の増加はあったものの、政府の景気対策の段階的終了や円相場の高止

まり及び輸出の増勢鈍化を背景に、景気回復に鈍化が見られました。 

 このような状況の下、国際航空貨物市場はアジアにおいては堅調な荷動きが続いております。一方、日本発の航

空貨物輸送につきましては主に海外市場における在庫一巡や円高の影響により、第２四半期に比べ輸出貨物取扱量

の勢いに陰りが見られました。 

 当社グループにおきましては、海外の取扱いは総じて堅調に推移しましたが、南アジア・オセアニアにおいては

生産調整等の影響もあり取扱いに停滞感がみられました。日本においても、デジタル家電部品等の取扱い減少によ

り低調な荷動きとなりました。例年はピークシーズンとなる当第３四半期（３か月）の仕入航空運賃は、輸送スペ

ースに逼迫感がなく、大きな上昇は見られませんでした。 

 この結果、当社グループの当第３四半期の連結業績は次のとおりとなりました。 

  

② セグメントの業績 

１．日本 

 航空輸出は、欧州向けの事務機器関連品やアジア向けの建設機器関連品の取扱いがあったものの、第２四半期か

らの急激な円高進行や海外市場における在庫復元の一巡等に伴う欧米向けの荷況鈍化が当第３四半期（３か月）に

入りより顕著なものとなり、貨物取扱量は前年同四半期（３か月）比13.9％と減速いたしました。 

 航空輸入は、米州発の医療機器関連品や欧州発のボジョレーヌーボーの取扱いがありましたが、アジア発の半導

体関連品・衣料品等の取扱いに減速感が見られ、取扱件数は前年同四半期を下回るものとなりました。 

 海上貨物は、10月にＮＹＫロジスティックスジャパン株式会社から事業の譲受け等により、これまでの精密機器

の輸出や医療機器の輸入に加え、アジアからの衣料品の輸入が始まる等取扱品目の幅は拡がったものの、想定を下

回る取扱件数に留まりました。 

 なお、当第３四半期（３か月）は仕入航空運賃の上昇に対し顧客への運賃修復に努めた一方で、事業統合や本社

移転に関わる費用が発生しました。 

 この結果、当第３四半期の国内連結子会社を含めた営業収益は57,976百万円（前年同四半期比31.2％増）、セグ

メント利益（営業利益）は398百万円（同52.6％減）となりました。 

  

２．米州 

 航空輸出は、第２四半期から続くアジア通貨に対するドル安傾向も手伝い、アジア諸国向けの自動車関連部品や

半導体関連品、日本向けには、グループ全体で販売増強を推進している医療機器関連品を取扱う等、貨物取扱量は

前年同四半期実績を大幅に上回りました。 

 航空輸入は、電子部品、デジタル家電品や半導体関連品が好調に推移した他、航空輸出同様に自動車関連部品も

安定した取扱いとなり、前年同四半期実績を上回る取扱件数となりました。 

 海上輸出は、航空貨物同様に自動車関連部品の出荷が順調に推移した他、プラント関連品の取扱いもあり堅調な

取扱件数となりました。 

 海上輸入は、得意とする自動車関連部品の取扱いに加え、新規に中国発北米向けのガラス基板の取扱いが始まっ

たこと等により、前年同四半期実績を上回る取扱いとなりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

  （単位：百万円未満四捨五入） 

  
当第３四半期 
連結累計期間 

前第３四半期 
連結累計期間 

前年同四半期比 

増減 増減率 

営業収益  121,667  86,866  34,801 ％ 40.1

営業利益  4,007  1,499  2,508 ％ 167.4

経常利益  4,831  2,309  2,522 ％ 109.3

四半期純利益  2,861  1,271  1,590 ％ 125.1
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 この結果、当第３四半期の営業収益は10,174百万円（前年同四半期比33.3％増）、セグメント利益（営業利益）

は579百万円（前年同四半期は営業損失263百万円）となりました。 

 なお、１ドルあたりの円換算レートは、当第３四半期が87.46円、前年同四半期が95.01円であります。 

  

３．欧州 

 航空輸出は、アジア通貨に対するユーロ安傾向も手伝い、アジア向けを中心に自動車関連部品や医療機器及び医

薬品が安定した取扱いとなりました。また、フランス発日本向けのボジョレーヌーボーの出荷も後押しして、貨物

取扱量は前年同四半期を大幅に上回る好調なものとなりました。 

 航空輸入は、上半期の取扱件数を牽引していた薄型テレビ関連品の取扱いは減少したものの、アジア発の事務機

器関連品やデジタルカメラの取扱いが堅調に推移し、航空輸出同様に前年同四半期実績を上回る取扱件数となりま

した。 

 海上輸出は、航空輸出と同様に自動車関連部品が堅調に推移した他、医療機器関連品の取扱いにも支えられ前年

同四半期実績を大きく上回る取扱いとなりました。 

 海上輸入は、中国発の自動車関連部品やアジア発の家具、電気機器の取扱いが堅調に推移いたしました。 

 この結果、当第３四半期の営業収益は11,255百万円（前年同四半期比34.6％増）、セグメント利益（営業利益）

は438百万円（前年同四半期は営業損失525百万円）となりました。 

 なお、１ユーロあたりの円換算レートは、当第３四半期が114.11円、前年同四半期が129.46円であります。 

  

４．東アジア 

 航空輸出は、事務機器関連品の取扱いが底固いことに加え、自動車関連部品や電子機器関連品のスポット等大口

出荷の取扱いがありました。一方、日本や欧米の消費低迷の影響もあり、主要品目であるパソコン関連品やデジタ

ル家電品の取扱いは落ち着いたものとなりました。またピークシーズンとなる当第３四半期（３か月）の仕入航空

運賃が例年のように高騰しなかったことも収益性の改善に寄与しました。 

 航空輸入は、日本からの薄型テレビ関連品の取扱いが減少傾向にあったものの、中国国内の需要回復によるデジ

タル家電品やパソコン関連品等の取扱いもあり、前年同四半期をやや上回る取扱件数となりました。 

 海上輸出は、中国向けのゲーム機器関連品やアジア域内向けの液晶テレビ用のガラス基板や二輪車関連品等を中

心に堅調だったこともあり、取扱いは増加しました。 

 海上輸入は、海上輸出と同様に、電子部品等アジア域内からの貨物を中心に安定した取扱いとなりました。 

 この結果、当第３四半期の営業収益は24,567百万円（前年同四半期比65.6％増）、セグメント利益（営業利益）

は1,505百万円（同159.6％増）となりました。 

  

５．南アジア・オセアニア  

 航空輸出は、欧米向けのデジタル家電品やアジア域内への事務機器関連品を中心に取扱いがあったものの、部材

在庫増による生産調整もあり、取扱いは前年同四半期をやや上回るものに留まりました。 

 航空輸入は、アジア域内でのデジタル家電品や自動車関連部品の安定した取扱いがあったものの、航空輸出同様

に生産調整による部材輸入減もあり、取扱件数は前年同四半期をやや上回るものとなりました。 

 海上輸出は、デジタル家電品やアジア域内や中近東向けの自動車関連部品、韓国や日本向けの液晶テレビ用のガ

ラス基板を取扱いました。 

 海上輸入は、海上輸出と同様にデジタル家電品やアジア域内での自動車関連部品を中心に取扱いが増加しまし

た。 

 この結果、当第３四半期の営業収益は20,076百万円（前年同四半期比51.2％増）、セグメント利益（営業利益）

は1,096百万円（同25.7％増）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は80,793百万円となり、前連結会計年度末に比べ650百万円、0.8％

の減少となりました。これは、現金及び預金が484百万円、受取手形及び営業未収入金が117百万円それぞれ増加した

一方で、有形固定資産が1,035百万円減少したことが主な要因です。 

負債は27,216百万円となり、前連結会計年度末に比べ564百万円、2.0％の減少となりました。これは、未払法人

税等が195百万円、預り金等の増加により流動負債のその他が1,074百万円それぞれ増加した一方で、支払手形及び営

業未払金が286百万円、短期借入金が1,000百万円、賞与引当金が369百万円それぞれ減少したことが主な要因です。 

純資産は利益剰余金の増加や為替換算調整勘定の減少等により53,577百万円となり、自己資本比率は63.6％とな

りました。 
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期（平成22年４月１日～平成23年３月31日）の連結業績予想につきまして、下記のとおり修正いたし

ます。 

① 通期の連結業績予想 

（単位：百万円未満四捨五入）

（注）上記の予想は現時点において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでお

   ります。実際の業績等は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。  

  

② 修正の理由 

 当第３四半期（３か月）における貨物取扱量は、海外では概ね堅調に推移したものの、在庫復元の一巡等により

日本発の輸出航空貨物の取扱いが大幅に減速しました。また、南アジア・オセアニアでは想定を下回る取扱いに留

まったことに加え、一部の航空会社の仕入航空運賃の上昇が見られました。 

 このような状況の中で、世界経済を支える中国や発展を続ける新興国を抱えるアジアでは荷動きは堅調に推移し

ており、引き続き安定した貨物取扱量を確保出来るものと見込んでおりますが、欧米経済の先行き不透明感や現下

の状況に回復がまだ見えない状況もあり、第４四半期では大きな回復は見込まれない状況です。これらを踏まえ、

通期の連結業績予想を上記のとおり修正いたしました。 

  

  
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり
当期純利益 

 前回発表予想(A) 

 (平成22年10月29日発表) 

百万円 

 169,000

百万円 

 5,400

百万円 

 6,000

百万円 

 3,800

円 銭 

 90.11

 今回修正予想(B)  162,700  5,000  5,900  3,500  83.00

 増減額(B)-(A)  △6,300  △400  △100  △300  －

 増減率 △3.7％ △7.4％ △1.7％ △7.9％  －

（参考）前期実績 

 （平成22年３月期）  123,453  2,310  3,325  1,545  36.63
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

・税金費用の計算 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降に経営環境等に著しい変化がなく、且つ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度末において使用した将来の業績予

測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて計算しております。 

   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・「資産除去債務に関する会計基準」の適用 

 第１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。 

 これにより、営業利益及び経常利益が１百万円、税金等調整前四半期純利益が12百万円それぞれ減少しておりま

す。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は14百万円であります。 

  

・「企業結合に関する会計基準」の適用 

 企業結合が当第３四半期連結会計期間に行われたことに伴い、当第３四半期連結会計期間より、「企業結合に関

する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関

する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

  

・連結子会社の事業年度等に関する事項の変更 

 従来、連結子会社のうち決算日が12月31日であったYusen Air & Sea Service (U.S.A.) Inc.他18社について

は、同日現在の財務諸表を利用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については必要な調整を行っておりまし

たが、Yusen Air & Sea Service (U.S.A.) Inc.他17社が決算日を12月31日から３月31日に変更したこと及び

PT. Yusen Air & Sea Service Indonesiaが四半期連結決算日現在で仮決算を実施したことにより、当第３四半期

連結累計期間は平成22年４月１日から平成22年12月31日までの９か月間を連結しております。 

 この変更に伴い、平成22年１月１日から平成22年３月31日までの損益は、利益剰余金の増加として調整しており

ます。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 18,847 18,363

受取手形及び営業未収入金 29,124 29,007

貯蔵品 33 33

繰延税金資産 715 732

その他 4,827 4,696

貸倒引当金 △156 △141

流動資産合計 53,390 52,690

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 17,282 17,851

減価償却累計額 △8,445 △8,261

建物及び構築物（純額） 8,837 9,590

機械装置及び運搬具 975 1,039

減価償却累計額 △750 △741

機械装置及び運搬具（純額） 225 298

工具、器具及び備品 4,270 4,255

減価償却累計額 △3,002 △2,935

工具、器具及び備品（純額） 1,268 1,320

土地 6,693 6,856

建設仮勘定 8 2

有形固定資産合計 17,031 18,066

無形固定資産   

のれん 97 12

その他 1,079 1,201

無形固定資産合計 1,176 1,213

投資その他の資産   

投資有価証券 2,527 2,609

繰延税金資産 2,177 2,261

その他 4,937 5,090

貸倒引当金 △445 △486

投資その他の資産合計 9,196 9,474

固定資産合計 27,403 28,753

資産合計 80,793 81,443
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 14,235 14,521

短期借入金 － 1,000

未払法人税等 757 562

繰延税金負債 5 8

賞与引当金 863 1,232

役員賞与引当金 32 －

その他 5,213 4,139

流動負債合計 21,105 21,462

固定負債   

繰延税金負債 72 75

退職給付引当金 3,761 3,923

役員退職慰労引当金 359 358

独禁法関連引当金 1,728 1,728

負ののれん 2 5

資産除去債務 5 －

その他 184 229

固定負債合計 6,111 6,318

負債合計 27,216 27,780

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,301 4,301

資本剰余金 4,812 4,812

利益剰余金 50,591 47,691

自己株式 △69 △68

株主資本合計 59,635 56,736

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 163 160

為替換算調整勘定 △8,376 △5,228

評価・換算差額等合計 △8,213 △5,068

少数株主持分 2,155 1,995

純資産合計 53,577 53,663

負債純資産合計 80,793 81,443
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業収益   

貨物運送業収益 84,443 118,805

旅行業収益 2,340 2,786

その他の事業収益 83 76

営業収益合計 86,866 121,667

営業原価   

貨物運送業原価 62,985 93,527

旅行業原価 172 157

その他の事業原価 682 658

営業原価合計 63,839 94,342

営業総利益 23,027 27,325

販売費及び一般管理費 21,528 23,318

営業利益 1,499 4,007

営業外収益   

受取利息 116 89

受取配当金 20 26

為替差益 434 442

持分法による投資利益 145 214

負ののれん償却額 2 2

その他 151 130

営業外収益合計 868 903

営業外費用   

支払利息 24 18

固定資産除却損 16 38

その他 18 23

営業外費用合計 58 79

経常利益 2,309 4,831

特別利益   

投資有価証券売却益 － 13

貸倒引当金戻入額 14 35

会員権売却益 － 5

特別利益合計 14 53

特別損失   

投資有価証券評価損 72 160

固定資産売却損 21 －

会員権評価損 13 3

減損損失 136 66

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 11

特別損失合計 242 240

税金等調整前四半期純利益 2,081 4,644

法人税等 526 1,433

少数株主損益調整前四半期純利益 － 3,211

少数株主利益 284 350

四半期純利益 1,271 2,861
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該当事項はありません。 

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１．事業区分は役務の種類・性質の類似性を考慮し、区分しております。 
２．各区分に属する主要な事業の名称 

貨物運送事業 …… 航空運送代理店業、利用運送事業、通関業 
旅行事業   …… 一般旅行業、航空代理店業 
その他事業  …… 損害保険代理店業、金融業、不動産賃貸業、人材派遣業 

  

   〔所在地別セグメント情報〕 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１．地域区分は事業活動の相互関連性及び地理的接近度を考慮し、区分しております。 
２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域は次のとおりであります。 

（1）北米…………………………………米国、カナダ 
（2）欧州…………………………………英国、ドイツ、フランス、イタリア、オランダ 
（3）東アジア……………………………中国、香港、台湾、韓国 
（4）南アジア・オセアニア……………シンガポール、インドネシア、オーストラリア、タイ、ベトナム、フィリピン、インド 

  

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  
貨物運送事業
（百万円） 

旅行事業
（百万円） 

その他事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

営業収益             

（１）外部顧客に対する営業収益 84,443 2,340 83  86,866  － 86,866

（２）セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
－ － 1,044  1,044  △1,044 －

計 84,443 2,340 1,127  87,910  △1,044 86,866

営業利益 1,234 99 166  1,499  0 1,499

  
日本 

（百万円） 
北米

（百万円）
欧州

（百万円）
東アジア

（百万円）

南アジア・
オセアニア
（百万円）

計 
（百万円） 

消去又は
全社 

（百万円）

連結
（百万円）

営業収益                 

（１）外部顧客に対する営業収益  44,053  7,272  7,922  14,445  13,174  86,866  －  86,866

（２）セグメント間の内部営業収益

又は振替高 
 128  362  443  387  107  1,427  △1,427  －

計  44,181  7,634  8,365  14,832  13,281  88,293  △1,427  86,866

営業利益又は営業損失（△）  839  △263  △525  580  872  1,503  △4  1,499
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

  当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、主に貨物輸送サービスを提供しており、国内においては当社及び子会社が、海外においては米州、欧

州、東アジア及び南アジア・オセアニアの各地域において、米国法人、ドイツ法人、香港法人、シンガポール法人

等の主要国に設立された現地法人が担当しております。広範な地域に亘り国際物流サービスを提供するため、各法

人はそれぞれの地域本部が統括する事業戦略に基づき、活動を展開しております。 

 したがって、当社は、サービスの提供体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、

「米州」、「欧州」、「東アジア」及び「南アジア・オセアニア」の５つを報告セグメントとしております。 

  

２．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日）        

（単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額△９百万円は、セグメント間取引消去であります。 

 ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

報告セグメント

調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２ 日本 米州 欧州 東アジア

南アジア・
オセアニア

合計 

営業収益                 

外部顧客に対する営業収益  57,815  9,658  10,567  23,695  19,932  121,667  －  121,667

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
 161  516  688  872  144  2,381  △2,381  －

計  57,976  10,174  11,255  24,567  20,076  124,048  △2,381  121,667

セグメント利益  398  579  438  1,505  1,096  4,016  △9  4,007

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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